
２０１３～２０１４年度 釧路北ロータリークラブスローガン【讃えようロータリアン、実践しよう奉仕】

　　　　１１月６日（水）  本年度第１８回（通算２７０４回）　　　

■出席報告【会員総数６6名　免除７名　出席計算に用いた会員数６6名】

■会長挨拶
《石井副会長》   

　今日のプログラムの財団月間については中嶋理事、新妻副委員長におまかせして、自分
が今、地域のおじさんとして子ども達に関わっている中で感じていることを一つお話させ
て頂く。
　新しくなった中央小学校の一角で今、児童センターの建設工事が行われている。２月に
は中央小の子どもたちが名付け親となって「とんけし児童センター」がオープンする予定
で、運営協力会を立ち上げるための準備委員会が月１回程度開かれている。
　協力金をどうするかという段階（ほとんどの児童センターで集めている。一戸当たり年
50 円程度が多い）。中央小校区には町内会を束ねる地区連町が三つあるのだが、そのいず
れからも「一戸ずつ集めるのは難しい。かと言って、町内会からとなると、うちの町内会
には子どもはいない。子どもがいなくても町内会から払わなければならないのか、という
話が出るのは間違いない」。
　橋北地区は、どこの地区連町でも、子どもがいない町内会は半数近くあるのが現状。
　「地域が子どもを育てる」という言葉がうまく伝わらない環境になっているのかなぁ。
　「みんな地域のおじさん、おばさんに育てられて大人になったんじゃないの？」なんて
思うのは、我々が最後の年代なのかもしれない。
　だからこそ、青少年育成を奉仕プロジェクトに位置づけるロータリー、坂本新世代基金
で青少年を力づける北クラブに、もう少しいさせてもらおうかな？

  出席者　３４名　　本日の出席率　５２％

担当/財団委員会
12時30分～釧路プリンスホテル

財団月間によせて

・小野寺 英夫君…本日、社用により欠席します。申し訳ありません。石井副会長、中嶋理事、新妻副委員長よろしくお願いします　

・佐渡 正幸君…１１／１７（日）１４時より釧路強じん化フォーラムを開催しますので、ご来場お待ちしています

・大澤 恵介君…新入会員の大澤です。本日所用により欠席します。申し訳ありません。誕生日記念のケーキ楽しみです

・石井 東洋彦君…新妻さん、技能功労賞おめでとうございます 

・村井 順一君…誕生ケーキありがとうございました 

・中嶋 嘉昭君…石井副会長の挨拶が聞けて嬉しいです

■ニコニコ献金

■幹事報告
《佐渡幹事》   ・釧路北ＲＡＣの１１月例会は、１９時３０分から交流プラザさいわいにて行ういますので、

 お間違いのないようにお願いいたします。

・釧路ベイＲＣ、釧路南ＲＣ、釧路東ＲＣ、釧路西ＲＣより１１月の例会プログラム及び釧

  路西ＲＣより１０月の例会報告書が届いておりますので、回覧いたします。

・Ｔｈｅ　Ｒｏｒｔａｒｉａｎ１１月号が届いておりますので、回覧いたします。

・１１月１３日の職場訪問例会は、旧東栄小学校内の「こぶし作業所」にて行いますので、

  お間違いのないようお願いいたします。なお、駐車場も用意しております。



財団月間によせて

1917 年、「世界に良いことをする為に」の思いで、基金の設置、
1928 年「ロータリー財団」と名づけられ、正式名称は「国際ロ
ータリーのロータリー財団」と言いますが、ロータリー財団 (T
RF) と国際ロータリー (RI) は全く別組織であります。
詳しくは、この後、新妻副委員長よりパワーポイントでの説明
をお聞きいただきますが、ロータリー財団地域コーディネータ
ー補佐委員としての、足立 PDG からのヒントや情報が入ってい
る事をお伝えしておきます。
財団への寄附について、北山委員長よりのお願いとして申し上
げます。会員皆様から、毎年会費負担金の寄附特別会計として、
ロータリー財団寄付金、また米山記念奨学会寄附金を戴いてお
ります、ありがとう御座います。ロータリー財団認証ポイント
を利用してのポールハリス・フェロー (PHF)、マルチポールハ
リス・フェロー (MPHF) の称号を得て下さい。
米山功労者へのご理解と、ポリオ・プラスヘの献金協力をもお
願い致します。
ロータリー財団は、何故必要なのか ?
それは世界のたくさんの助けを求める人々がいるからではない
でしょうか。
寄附をするという事は、世界中の奉仕活動に参加しているとい
う事です。ロータリアンー人ひとりからの寄附は、世界中で有
効に使われています。
ロータリー財団は、全ての寄付を奉仕活動に使っています。
そして、貴重な寄附を使って、芭々なプロジェクトを実行して
いくのは、皆さんロータリアンであり、ロータリークラブです。

「寄附する」だけでなく、有意義なプロジェクトを考えていた
だき、「有効に使う」ことも考えてみてはどうでしょうか。

財団・米山部門　中嶋理事

財団委員会　新妻副委員長


























